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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第75期
第１四半期
連結累計期間

第76期
第１四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 7,801,755 8,180,552 33,596,717

経常利益又は経常損失(△) (千円) △68,472 △50,584 141,106

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △58,675 △22,900 21,566

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △71,022 225 54,108

純資産額 (千円) 3,290,863 3,321,811 3,412,924

総資産額 (千円) 17,670,207 18,108,305 17,627,127

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △3.81 △1.49 1.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 18.2 17.8 18.8

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第75期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。なお、第75期第１四半期連結累計期間及び第76期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理

の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメン

トの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）におけるわが国経済は、東日本

大震災からおよそ一年が経過し、国内景気は緩やかに持ち直しつつあるものの、夏場における電力の安定

供給への懸念や、欧州の債務危機問題を背景とした世界経済の先行きへの不安、円高や株価低迷などもあ

り依然として先行きは不透明な状況が続いております。当社グループを取り巻く経営環境も、個人消費に

は一部に回復の兆しが見られたものの、原材料市況の上昇傾向などから、依然として厳しい状況で推移い

たしました。

このような状況のなか、当社グループは、安定した収益の確保に向け、引き続き需要の開拓と徹底した

コスト削減による「売上と利益の確保」、「品質および生産効率の向上」、「全社を挙げたコスト・経費

の削減」に重点的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は8,180百万円（前年同四半期比4.9％増）、営業損失

52百万円（前年同四半期は営業損失77百万円）、経常損失50百万円（前年同四半期は経常損失68百万

円）、四半期純損失22百万円（前年同四半期は四半期純損失58百万円）となりました。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、「セグメント情報等」に記載のとおり、各セグ

メントに配分していない全社費用235百万円を配分する前の金額であります。

また、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前期比較につき

ましては、変更後の区分に基づいております。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、主力の紙袋の販売数量の増加により、売上高は前年同四半期に比べ137

百万円増加して3,172百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格の上昇を販売価

格修正で補えず、前年同四半期に比べ12百万円減少して110百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、販売数量の増加により、売上高は前年同四半期に比べ118百万円増加し

て3,129百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格及び仕入価格の上昇に見合っ

た売価修正ができず利益率は低水準ながら、売上高の増加による粗利益の増加により、前年同四半期に

比べ33百万円増加して44百万円となりました。
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「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業と

して展開しておりますが、主要なお客様である大手小売業界における経費削減が継続している影響が

あるものの、新規市場の開拓に努め、売上高は前年同四半期に比べ122百万円増加して1,877百万円とな

りました。セグメント利益（営業利益）は売上高の増加による粗利益の増加により、前年同四半期に比

べ微増して27百万円（前年同四半期は26百万円）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ481百万円増加して18,108百

万円となりました。流動資産は、現金及び預金が309百万円増加、たな卸資産が439百万円増加、前払費用が

95百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が334百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に

比べ561百万円増加の12,347百万円となりました。固定資産は、設備投資により有形固定資産が26百万円

増加した一方、有形固定資産の減価償却費82百万円、無形固定資産の減価償却費27百万円により減少した

ことなどから、前連結会計年度末に比べ80百万円減少の5,761百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ572百万円増加して14,786百万円となりました。これは、短期借入

金が560百万円増加、未払金が120百万円増加、賞与引当金が125百万円増加した一方、長期借入金が242百

万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ91百万円減少して3,321百万円となりました。これは、四半期純

損失計上により22百万円減少、剰余金の配当で91百万円減少したことなどによるものであります。この結

果、自己資本比率は、前連結会計年度末の18.8％から17.8％になりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(5) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、電力の供給問題や円高・株安、欧州の債務問題など景気の先行きは依然とし

て不透明であり、当社を取り巻く経営環境も、デフレ傾向のなか、消費の本格的な回復は難しいものと予

想され、原材料市況などから厳しい状況が続くものと認識しております。

このような状況のなか、当社グループは、『収益力のある組織・企業』を基本方針として、安定した収

益の確保に向け、引き続き需要の開拓と徹底したコスト削減による「売上と利益の確保」、「品質および

生産効率の向上」、「全社を挙げたコスト・経費の削減」に重点的に取り組むとともに、中国における紙

袋製造・販売体制の確立を行い、業績の向上と企業の長期発展を目指してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,861,54416,861,544
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株であります。

計 16,861,54416,861,544― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 16,861,544 ― 1,374,755 ― 849,898

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,542,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,131,000
15,131 ―

単元未満株式
普通株式

188,544
― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 16,861,544― ―

総株主の議決権 ― 15,131 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式361株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５―18―11

1,542,000 ― 1,542,0009.15

計 ― 1,542,000 ― 1,542,0009.15

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,141,794 1,451,220

受取手形及び売掛金 ※
 7,286,134

※
 6,951,553

商品及び製品 2,087,835 2,464,436

仕掛品 381,266 380,591

原材料及び貯蔵品 374,733 438,132

短期貸付金 340 418

繰延税金資産 126,278 160,433

その他 396,651 506,303

貸倒引当金 △9,138 △5,990

流動資産合計 11,785,897 12,347,099

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,058,002 6,112,038

減価償却累計額 △4,491,599 △4,544,778

建物及び構築物（純額） 1,566,403 1,567,260

機械装置及び運搬具 10,154,848 10,147,604

減価償却累計額 △9,267,896 △9,276,539

機械装置及び運搬具（純額） 886,952 871,065

土地 1,123,398 1,123,398

リース資産 53,277 57,008

減価償却累計額 △23,171 △25,960

リース資産（純額） 30,105 31,048

建設仮勘定 4,612 10,083

その他 778,306 789,063

減価償却累計額 △708,190 △718,945

その他（純額） 70,116 70,118

有形固定資産合計 3,681,588 3,672,973

無形固定資産

電話加入権 15,691 15,691

リース資産 131,773 119,015

その他 187,401 174,348

無形固定資産合計 334,867 309,054

投資その他の資産

投資有価証券 1,069,731 1,007,976

破産更生債権等 7,085 7,084

事業保険金 129,570 129,570

差入保証金 161,758 162,636

繰延税金資産 256,370 279,281

その他 216,439 208,807

貸倒引当金 △16,180 △16,179

投資その他の資産合計 1,824,774 1,779,177

固定資産合計 5,841,230 5,761,206

資産合計 17,627,127 18,108,305
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 7,654,597

※
 7,682,158

短期借入金 1,739,320 2,299,737

リース債務 62,155 52,427

未払金 477,487 597,559

未払法人税等 25,029 35,487

未払消費税等 43,364 29,262

賞与引当金 238,410 364,115

災害損失引当金 160 160

設備関係支払手形 72,479 106,590

設備関係未払金 48,668 9,514

その他 184,511 167,783

流動負債合計 10,546,184 11,344,798

固定負債

長期借入金 2,650,869 2,407,963

リース債務 36,957 33,895

退職給付引当金 672,952 694,623

役員退職慰労引当金 302,930 300,906

環境対策引当金 4,308 4,308

固定負債合計 3,668,018 3,441,696

負債合計 14,214,202 14,786,494

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,755 1,374,755

資本剰余金 1,450,226 1,450,226

利益剰余金 872,797 758,569

自己株式 △256,759 △256,771

株主資本合計 3,441,019 3,326,779

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,232 △2,838

繰延ヘッジ損益 1,050 △814

為替換算調整勘定 △148,704 △96,830

その他の包括利益累計額合計 △118,421 △100,482

少数株主持分 90,326 95,513

純資産合計 3,412,924 3,321,811

負債純資産合計 17,627,127 18,108,305
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 7,801,755 8,180,552

売上原価 6,594,923 6,934,373

売上総利益 1,206,831 1,246,179

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 610,127 626,071

給料及び手当 356,824 365,287

賞与引当金繰入額 59,645 57,184

退職給付引当金繰入額 23,874 24,829

賃借料 46,909 45,066

旅費及び交通費 28,164 27,523

その他の経費 158,650 153,128

販売費及び一般管理費合計 1,284,196 1,299,090

営業損失（△） △77,365 △52,910

営業外収益

受取利息 14 52

受取配当金 16,455 16,657

貸倒引当金戻入額 9,511 3,441

持分法による投資利益 5,478 5,707

受取賃貸料 7,404 7,461

作業くず売却益 793 1,550

雑収入 4,319 5,044

営業外収益合計 43,977 39,914

営業外費用

支払利息 27,106 25,479

為替差損 868 6,633

その他 7,109 5,476

営業外費用合計 35,084 37,588

経常損失（△） △68,472 △50,584

特別利益

固定資産売却益 － 3,499

投資有価証券売却益 － 5,142

受取保険金 － 9,547

特別利益合計 － 18,190

特別損失

固定資産除却損 10 382

投資有価証券評価損 860 －

特別損失合計 870 382

税金等調整前四半期純損失（△） △69,342 △32,776

法人税、住民税及び事業税 43,759 31,387

法人税等調整額 △48,323 △41,561

法人税等合計 △4,563 △10,173

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △64,779 △22,602

少数株主利益又は少数株主損失（△） △6,103 298

四半期純損失（△） △58,675 △22,900
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △64,779 △22,602

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,308 △32,070

繰延ヘッジ損益 △24,839 △1,864

為替換算調整勘定 10,578 49,382

持分法適用会社に対する持分相当額 1,709 7,381

その他の包括利益合計 △6,243 22,828

四半期包括利益 △71,022 225

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △66,510 △4,962

少数株主に係る四半期包括利益 △4,512 5,187
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

  (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。　

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日)

受取手形 75,590千円 112,836千円

支払手形 70,830 〃 63,879 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

減価償却費 119,033千円 112,153千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 92,657 6 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 91,915 6 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,839,6253,011,2831,950,8477,801,755 ― 7,801,755

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,839,6253,011,2831,950,8477,801,755 ― 7,801,755

セグメント利益 118,92411,158 30,857160,939△238,304△77,365

（注） １　セグメント利益の調整額△238,304千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,172,8523,129,9101,877,7908,180,552 ― 8,180,552

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,172,8523,129,9101,877,7908,180,552 ― 8,180,552

セグメント利益 110,22044,762 27,502182,484△235,394△52,910

（注） １　セグメント利益の調整額△235,394千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

また、当第１四半期連結会計期間より、事業戦略の見直しに伴い、従来「その他事業」に含まれていた

品目の一部について「紙製品事業」として記載する方法に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報について、変更後の区分方法による「報告セグメン

トごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」は以下のとおりであります。

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,035,0403,011,2831,755,4327,801,755 ― 7,801,755

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,035,0403,011,2831,755,4327,801,755 ― 7,801,755

セグメント利益 123,21111,158 26,570160,939△238,304△77,365

（注） １　セグメント利益の調整額△238,304千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

 １株当たり四半期純損失金額 3円81銭 1円49銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) △58,675 △22,900

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △58,675 △22,900

    普通株式の期中平均株式数(株) 15,402,896 15,319,254

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    君和田　　安　二　　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋　元　　秀　行　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー
パーバッグ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平
成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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